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下大和田・小山町谷津田だより －2022 年 ３月号 No.241 号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞ 報告・写真：田中正彦 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
第 265 回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 2022 年 ２月 ６日（日）晴れ   
ニホンアカガエルの卵塊探しと冬鳥観察を中心に実施しました。今日のテ

ーマや見られそうな野鳥のことを説明した後、北斜面下の水路に沿って下流

の鉄塔まで観察。そこから北に向かいＹＰＰ田んぼに戻り、ＹＰＰ田んぼと

マイ田んぼでニホンアカガエルの卵塊を探しました。 
結局卵塊は１つも見つかりませんでした。寒さが原因なのかまだ産卵は始

まっていないようです。 
午後は有志で下大和田上流部の谷津と東金の谷津を見学に行きました。 

参加者 19 名（大人 15 名、高校生３名、小学生１名） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

 森と水辺の手入れ「キノコの植菌」 2022 年 ２月１９日（日）くもり   
２月の下大和田森と水辺の手入れはキノコの植菌。昨年 12 月 22 日に伐

採、乾燥させた後、2月 15 日に水づけしたコナラのほだ木 15 本に、シイタ

ケの駒をドリルと木槌を使って打ち込みました。駒打ち初体験の人が３名

いましたが手際よく道具を扱い、無事約 1000 駒のシイタケ菌を植え付ける

ことができました。 

植菌したほだ木は、仮伏せ（菌の活着を良くし、菌糸を伸長しやすくす

るするためほだ木を横に積み重ねる）して、乾燥しないように稲藁で覆い

ました。初参加の方は「貴重な体験ができた。これからシイタケを見る目が変わるかもしれない」と話してい

ました。                           参加者９名（大人８名、小学生１名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ニホンアカガエルの卵塊調査 2022 年２月１５日(火)，１９日（土），２２日（火），３月１日（火） 
遅れていたニホンアカガエルの産卵が始まりました。以下に調査記録を記載します。 

２月 15 日：ＹＰＰ田んぼに７個、マイ田んぼに９個、花澤さん田んぼに４個の合計 20 個の卵塊が見つかりまし

た。全てここ数日で産卵されたもので、中には昨晩と思われるものもありました。 

２月 19 日：ＹＰＰ田んぼに 19 個（2 月 15 日より 12 個増加）、マイ田んぼに 21 個（同 12 個増加）合計 40 個

（同 24 個増加）でした。これ以外に、花澤さん田んぼに８個の卵塊がありました。花澤さん田んぼに後足

と卵だけが残る死体がありました。産卵前か後に、食べられたのかもしれません。 

２月 22 日：このところの雨と陽気でおそらく卵塊が増えていると思い

ましたが、その通り本格的な産卵が始まったようです。ＹＰＰ田ん

ぼ 102 個(前回 19 個）、マイ田んぼ 125 個（同 21 個）の合計 227
個。花澤さん田んぼにも 117 個の卵塊がありましたので総計 344
個になります。76 個の卵塊が見られた田んぼもありました。右の

写真は卵塊群をドローンで撮影したもので、ここだけで 60 個ほど

あります。 
３月 １日：ＹＰＰ田んぼ 97 個(前回 102 個）、マイ田んぼ 127 個（同

125 個）の合計 224 個。花澤さん田んぼにも 144 個の卵塊がありま

したので総計 368 個になります。すでに孵化した卵塊もあり、幼生が動かずに散らばっていました。 

                

＜小山町での活動＞ 

☆２月期の活動  報告：たんぽぽ 

○ 小学校の味噌仕込みは中止になってしまいましたが。。。 
残念ながらコロナの影響で両校(あすみ小,大椎小)とも授業での味噌仕込み実施が中止となってしまいましたが、

あすみ小では 18 日放課後に先生と私たちスタッフにて実施する形でお味噌を仕込みました。いつもは子どもたち

が主役ですが、当日は参加された６人の先生が、子どもたちの反応をイメージしながらとても楽しそうに作業をさ

れました。作業の様子は動画に記録され、授業でも紹介されるとの事です。なお、大椎小には別途、藤屋さんで糀

にしてもらった米糀と大豆を届け、調理師免許を持つ先生を中心に先生方で実施するとの事でした。昨年度はお味

噌が造られませんでしたが、次年度の６年生たちのお味噌仕込みが復活できたことに安堵しました。



○第 201 回 小山町 ＹＰＰ 田作り(畦の整備３) ２月 26 日（土） 
小山の田んぼでは２月 12 日頃からニホンアカガエルの産卵が始まった様です。暖かくなって土も緩むと畦からの

水漏れが目立って来ます。この日はなかなか手が入れられなかった、あざみ谷津の畦の整備を行いました。大穴が

あいて盛大に水漏れしていた場所や、何か所もあった小さなもぐら穴をていねいに塞いで行くと、あざみ谷津全体

に水が満たされました。春の訪れが遅めのあざみ谷津ですが、ニホンアカガエル達も安心して産卵できるでしょう。  

参加者３名（大人３名） 
【谷津田・季節のたより】 

＜下大和田町＞ 報告：田村光範 
２月 ７日  夕方シジュウカラが騒いでいたので、小屋の上を見るとフクロウが来ていた。下大和田の谷津田

で見られるのは大変珍しい。 

２月１４日  アカガエルの産卵がようやく始まった。今年は寒いせいか例年より遅い。 

クサシギが遊びにきていた。縄張りをもっているモズが忙しそうに追いかけ回していた。 

２月２４日  アカガエルの卵の孵化が始まった。オタマジャクシの赤ちゃん達は出たばかりの卵に固まって、

まだじっとしている。 

＜小 山 町＞  報告：赤シャツ親父 

１月下旬に完全に解氷していた田んぼは２月に入り、連日冷え込み再凍結。10 日～11 日には２度目の積雪。ま

だまだ春は遠いのか？と思っていたら、12 日、雪の消えたあすみ小田んぼに１つ、ニホンアカガエルの卵塊を確認。

同日朝、昭和の森の田んぼでは多数の卵塊が確認されていた様だ。 
 

【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 ,E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 
＜下大和田谷津田＞        

・第 274 回 ＹＰＰ「米づくり説明会・野草摘みの会」 

日 時：2022 年 ３月１９日（土）９時 45 分～１２時 

持ち物：動きやすい服装、田んぼを歩きますので長靴があると良いです。当日履く長靴はどんなものでも構いませ

ん。お弁当を持って来られても構いません。飲み物と敷物もお持ちください。 
参加費：ＣＥＩＣの会員でない方、来年度も会員継続される方は年会費をお持ちください（2,000 円） 

・森と水辺の手入れ 

日 時：2022 年 ３月２０日（日） ９時 45 分～１２時 雨天中止 

内 容：イノシシと大雨で傷めつけられた畔（あぜ）の補修を行います。 

持ち物：マスク着用、長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物  
参加費：無料 
・第 265 回 ＹＰＰ「苗床作り・種まき」 

日 時：2022 年 ３月２６日 (土)  ９時 45 分～１4時 雨天決行 
内 容：田んぼに苗床を作って、３月 19 日に配布した種籾をみんなで播きます。 

持ち物：マスク着用、長袖長ズボンの服装、田んぼ用長靴、帽子、ゴミ袋、飲み物、弁当、敷物。 

参加費：米づくり年間参加者以外 300 円（小学生以上） 

・第 267 回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 
日 時：2022 年 ４月 ３日（日）９時 45 分～１２時 雨天決行 
内 容：春の花の季節到来です。ウグイスの囀りを聞きながら谷津を巡ります。 
持ち物：マスク着用、筆記用具、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴(通常の)、帽子、あれば双眼鏡、ゴミ袋、 

午後も活動する方は弁当、敷物 
参加費：100 円（小学生以上） 
 

＜小山町谷津田＞ 

・第 202 回 小山町 ＹＰＰ「苗代作り」  
来期の苗代作りを行います。 
日 時 :2022 年 ３月２６日（土）１０時 00 分～ ☆小雨決行 

場 所 : りんどう広場 

※ 一般の方の参加も若干名受付ます。 

参加ご希望の方は、tomizo_i@nifty.com 赤シャツ親父 までご連絡下さい。 
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